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注意事項 

 

１． 試験時間は 30 分です。 

２． 問題は１から５まであり，９ページまであります。 

３． 答えはすべて別紙の解答用紙に記入し，解答用紙だけ提出しなさい。 
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１ 次の【略地図１】・【略地図２】を見て、あとの問いに答えなさい。 

 

【略地図１】 

問１ 【略地図１】中のＸ・Ｙの大陸名と、Ｚの大洋名を、それぞれ答えなさい。 

 

問２ 【略地図１】中のＸ・Ｙの大陸にある国を、次の中から、それぞれ１つずつ選び、

記号で答えなさい。 

（ア）ナイジェリア  （イ）モンゴル  （ウ）ペルー  （エ）カナダ 

 

【略地図２】 
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問３ 【略地図２】中にある、日本の北のはしのＡ島と、日本の西のはしのＢ島を、それ 

ぞれ答えなさい。 

 

問４ 【略地図２】中のＡ島をふくむ北方
ほっぽう

領土
りょうど

を占拠
せんきょ

し、日本から返還
へんかん

をもとめられてい

る国はどこですか、国名を答えなさい。  
 
問５ 【略地図２】中の竹島

たけしま

が属
ぞく

する県名を答えなさい。 

 

問６ 【略地図２】中の尖閣
せんかく

諸島
しょとう

について、領土
りょうど

問題
もんだい

はないというのが日本の立場です 

が、ある国が自国
じ こ く

の領土であると主張
しゅちょう

しています。ある国とはどこですか、国名を 

答えなさい。 
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２ 日本の工業と資源・エネルギーについて、あとの問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 上の工業出荷
しゅっか

額
がく

のグラフの、Ａ～Ｄに適する工業地帯・工業地域名を次の中から選  
び、それぞれ記号で答えなさい。  

（ア）瀬戸内
せ と う ち

工業地域   （イ）京浜
けいひん

工業地帯   
（ウ） 中 京

ちゅうきょう

工業地帯   （エ）阪神
はんしん

工業地帯   

 
問２  下の文は、日本の工業生産についてまとめたものです。Ⓐ～Ⓒから正しいものをそ 

れぞれ選び、記号で答えなさい。 

  

 

国内では、電化製品やＩＣ部品などを生産するⒶ〔 ア 大工場  イ 規模
き ぼ

の

小さい工場 〕で、生産量をⒷ〔 ウ 多く  エ 少なく 〕したり、生産を海外

に移したりするところがあり、日本全体の工場の数、工場で働く人の数ともにⒸ

〔 オ 増えて  カ 減って 〕きています。 
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問３ 資源・エネルギーに関する、下の文の （  ① ）～ （  ③ ）に適する語句を、それぞれ答 

  えなさい。 

 
  原油や石炭などの （  ① ）を大量に燃やすと、多くのガスが排出され、地 球 温 暖 化

お ん だ ん か

や空 

気のよごれなど、環境に大きなえいきょうをおよぼします。そこで、ガスを発生させず、 

より効率のよいエネルギーを使うことが考えられ、（  ② ）の利用が進められてきました。 

 しかし、（  ② ）の利用では、使い終わった燃料をどのように処理するのかという問題 

や、事故が発生したときのえいきょうなども考えなければなりません。2011 年に発生し 

た （  ③ ）では、（  ② ）発電所の一つが事故を起こし、今も広い地域で人々のくらしに大 

きなえいきょうをおよぼしています。 

 日本では、（  ② ）のほかに、より安全性が高く、使いきる心配のないエネルギーの開 

発が進められています。 
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□３ 次の日本国憲法についての文を読んで、あとの問いに答えなさい。
けんぽう

日本国憲法は、（１）・基本的人権の尊 重・①平和主義の３つを基本原則として、
けんぽう じんけん そんちよう

（２）年１１月３日に公布され、翌年の５月３日に施行されました。
よくねん し こ う

この憲法がどんな考えからできているかなどが書かれている（３）に続いて、第１章
けんぽう

から第１１章まであり、天皇、戦争の放棄、②国会、内閣、③司法、地方自治などにつ
てんのう ほ う き ないかく

いて書かれています。

問１ 文中の（１）～（３）にあてはまる語句を、それぞれ答えなさい。ただし、（２）

は西暦で答えなさい。
せいれき

問２ 文中の下線部①について、ただ一つの被爆国である日本は、「核兵器をもたない、
ひばくこく かくへいき

つくらない、もちこませない」という原則をかかげています。この原則を何といいます

か、漢字５字で答えなさい。

問３ 文中の下線部②について、国会は二院制をとっています。衆議院ともう一つは何で
しゆうぎいん

すか、答えなさい。

問４ 文中の下線部③について、国民の意見が裁判に生かされ、裁判に対する国民の関心
さいばん さいばん

と信頼が高まることが期待される制度が２００９年から始まりました。この制度を何と
しんらい

いいますか、答えなさい。

前期  社会
- 6 -



- 7 -

□４ 次の年表を見て、あとの問いに答えなさい。

年 できごと

５９３年 聖 徳太子が政治に参加する ・・・①
しようとくた い し

７０１年 律 令が制定される ・・・②
りつりよう

７１０年 平 城 京に都が移される ・・・③
へいじようきよう

７９４年 平 安 京に都が移される ・・・④
へいあんきよう

１１９２年 源 頼 朝が征夷大将軍に任命される・・・⑤
みなもとのよりとも せいいたいしようぐん

１３７８年 足利義満が室町に幕府を移す ・・・⑥
あしかがよしみつ むろまち ば く ふ

問１ ①について、Ⅰ・Ⅱの正誤の組み合わせとして、適するものを、次の中から１つ選
せ い ご

びなさい。

Ⅰ 朝 廷で大きな力をもっていた豪族の蘇我氏とともに、天皇中心の国づくりを目ざ
ちようてい ごうぞく そ が てんのう

して、政治の改革を進めました。
かいかく

Ⅱ 当時大きな力をもっていた隋との国交を開き、進んだ政治のしくみや文化を取り入
ずい

れようとして、小野妹子らを遣隋使として送りました。
けんずいし

（ア）Ⅰ＝正 Ⅱ＝正 （イ）Ⅰ＝正 Ⅱ＝誤

（ウ）Ⅰ＝誤 Ⅱ＝正 （エ）Ⅰ＝誤 Ⅱ＝誤

問２ ②について、 律 令で定められた農民の負担の一つである「収 穫した稲の約３％
りつりよう ふ た ん しゆうかく いね

を納める税」を、次の中から１つ選びなさい。
おさ

（ア）雑徭 （イ） 調 （ウ）庸 （エ）租
ぞうよう ちよう よう そ

問３ ③について、この時代のⅠ・Ⅱの正誤の組み合わせとして、適するものを、次の中
せ い ご

から１つ選びなさい。

Ⅰ 聖武天皇は、全国に国分寺を建てることを命じ、都には国分寺の中心となる東大寺
しようむてんのう

を建て、大仏をつくることに決めました。

Ⅱ 聖武天皇は、はじめは鑑真の活動を取りしまっていましたが、位の高い僧に任命し
しようむてんのう がんじん そう

て、大仏づくりに協力するようはたらきかけました。

（ア）Ⅰ＝正 Ⅱ＝正 （イ）Ⅰ＝正 Ⅱ＝誤

（ウ）Ⅰ＝誤 Ⅱ＝正 （エ）Ⅰ＝誤 Ⅱ＝誤

問４ ④について、次の文章は、この時代の女性が書いた「枕 草 子」の一部です。この
まくらのそうし

女性とはだれですか、答えなさい。

春は夜明けのころがよい。だんだんと白くなっていく空の、

山に近いあたりが、少し明るくなって、 紫 がかった雲が
むらさき

細く横に長く引いているのがよい。

夏は夜がよい。月がきれいなころはいうまでもない。
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問５ ⑤について、次の文章は将 軍と御家人の関係について説明したものです。この文
しようぐん ご け に ん

章の空欄に適する語句を、答えなさい。
くうらん

頼朝は、御家人がもっている領地の支配を認めたり、手がらを立てた者には新しい領
よりとも ご け に ん みと

地をあたえたりしました。これを（あ）といいます。御家人たちは、戦いのときには
ご け に ん

家来を率いて「いざ鎌倉」とかけつけ、将 軍のために命がけで戦いました。また鎌倉
かまくら しようぐん かまくら

を警護することも大切なつとめでした。御家人のこうしたつとめを（い）といいます。
け い ご ご け に ん

問６ ⑥について、足利義満が行ったことの説明として、 誤 っているものを、次の中か
あやま

ら１つ選びなさい。

（ア）各地の守護大名を 従 えて、強い権 力を持ちました。
したが けんりよく

（イ）明との貿易を行って、たくさんの富をたくわえました。

（ウ）東山に銀閣を建て、日本独自の建築様式が広がりました。
ぎんかく

（エ）観阿弥・世阿弥の父子が保護を受けて、能を完成させました。
か ん あ み ぜ あ み
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□５ 次のＡ～Ｅの文を読み、あとの問いに答えなさい。

Ａ この人物は、武家諸法度を改めて、①大名が領地と江戸を１年おきに行き来する（１）
ぶ け し よ は つ と え ど

の制度を定めました。さらに、大名の妻や子どもは、人質として江戸に住まわせるよう
ひとじち え ど

にしました。

Ｂ この人物は、スペイン出身のイエズス会の宣教師で、１５４９年、鹿児島に来日し、
せんきようし か ご し ま

日本に初めて（２）教を伝えました。山口県、大分県などで布教活動を進め、２年ほど

で日本を去りました。

Ｃ この人物は、織田信長の死後、その後継者となり（３） 城 を本拠地として天下統一
こうけいしや じよう ほんきよち

を果たし、関白となりました。年貢を確保するために、太閤検地や②刀 狩を全国的に
ね ん ぐ たいこう かたながり

行い、兵農分離を進めるなどしましたが、２度にわたる朝 鮮侵 略に失敗しました。
ぶ ん り ちようせんしんりやく

Ｄ この人物は、１８６６年に江戸幕府１５代、最後の将 軍となり、幕政の改革を試み
え ど ば く ふ しようぐん ばくせい かいかく

ましたが失敗し、③倒幕運動が高まる中、１８６７年に、政権を天皇に返しました。こ
とうばく せいけん てんのう

れを（４）といいます。こうして、約２６０年続いた江戸幕府の政治は終わりました。
え ど ば く ふ

Ｅ この人物は、松坂（三重県）の医師で、日本人とは何かということを考え、古典を研
まつざか

究しました。そして３５年かけて「古事記伝」を書きあげ、古くからの日本人の考え方

を明らかにしようとする学問である（５）を発展させました。
はつてん

問１ Ｂ・Ｃ・Ｅの文章の「この人物」とはだれですか、それぞれ答えなさい。

問２ 文中の空らん（１）～（５）に適する語句を答えなさい。

問３ ①について、関ヶ原の戦い以前からの徳川氏の家臣を何といいますか、次の中から
せきがはら

１つ選びなさい。

（ア）親藩 （イ）戦国大名 （ウ）外様大名 （エ）譜代大名
しんぱん せんごく と ざ ま ふ だ い

問４ ②について、これは刀 狩令（一部）の資料です。（あ）は、共通の目的を実現させ
かたながりれい

るため団結して行動することを意味する漢字２字が入ります。（あ）に適する語句を答

えなさい。

一、百 姓が、刀・弓・やり・鉄砲などの武器をもつことを禁止する。武器をたくわ
ひやくしよう てつぽう

え、年貢を納めず、（あ）をくわだてる者は罰する。
ね ん ぐ お さ め ず ばつ

問５ ③について、この運動にかかわった長州藩出身の人物を、次の中から１つ選びなさ
はん

い。

（ア）木戸孝允 （イ）坂本龍馬 （ウ）西郷隆盛 （エ）大久保利通
き ど たかよし さかもとりようま さいごうたかもり お お く ぼ としみち
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＜解答用紙＞

問１ X Y Z

問２ X Y 問３ A B

問４ 問５ 問６

問１ A B C D

問２ A B C

問３ ① ② ③

問１ （１） （２） （３）

問２ 問３ 問４

問１ 問２ 問３ 問４

問５ (あ) （い） 問６

問１ A B E

問２ （１） （２） （３）

（４） （5）

問３ 問４ 問５

社　会
令令和和５５年年度度　　　　函函館館白白百百合合学学園園中中学学校校  

一一般般入入学学試試験験（（前前期期日日程程））

１

２

４

５

受
験
番
号

氏

名 ／50点

３

点

点

点

点



＜解答用紙＞

問１ X Y Z

問２ X Y 問３ A B

問４ 問５ 問６ 各1

問１ A B C D

問２ Ⓐ Ⓑ Ⓒ

問３ ① ② ③ 各1

問１ （１） （２） （３） 各1

問２ 2 問３ 2 問４ 2

問１ 1 問２ 1 問３ 1 問４ 2

問５ (あ) (い) 各2 問６ 1

問１ B Ｃ E

問２ （１） （２） （３）

（４） （5）

問３ 問４ 問５ 各1

ア エ カ

ロシア連邦 島根県 中華人民共和国

（ イ ） （ エ ） （ ウ ） （ ア ）

南アメリカ大陸 大西洋

( イ ） ( ウ ） 択捉島 与那国島

社　会
令令和和５５年年度度　　　　函函館館白白百百合合学学園園中中学学校校  

一一般般入入学学試試験験（（前前期期日日程程））

（エ）

参勤交代

（ウ）

ザビエル 豊臣秀吉

国学

本居宣長

大政奉還

（ア）

国民主権 １９４６

ユーラシア大陸

キリスト 大阪

ご恩 奉公

一揆

化石燃料 原子力 東日本大震災

（エ） （イ）

非核三原則 参議院 裁判員制度

清少納言

前文

(ア)

１

２

４

５

受
験
番
号

氏

名 ／50点

３

点

点

点

点




